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令和４年度 第２回橿原市男女共同参画審議会会議録 

 

日  時 ２０２３（令和５）年３月２９日（水） 午前１０時～１１時２５分 

 

場  所 大和信用金庫橿原支店３階会議室 

 

出 席 者 朝岡直美委員、桐山吉子委員、沢田誓子委員、島本太香子委員、槇村久子委員、 

松本初代委員、村井千佳子委員、村上晃子委員、森嶋良一委員、森前美和委員 

橿原市男女共同参画推進委員会委員並びに事務局担当職員 

 

欠席者  中村吉代茂委員、脇本佳昭委員 

 

傍 聴 者  なし 

 

議  題 １．｢橿原市男女共同参画行動計画(第３次)｣ 令和３年度実施状況報告について 

２．「橿原市男女共同参画行動計画（第３次改訂版）」の策定について 

     ３．その他 

 

資  料 （１）令和４年度  橿原市男女共同参画審議会 次第 

（２）令和４年度 橿原市男女共同参画審議会 委員名簿 

（３）資料１ 令和３年度 橿原市男女共同参画行動計画（第３次） 実施状況報告書 

（４）資料２ 検証指標値各課調べ 

（５）資料３ 橿原市男女共同参画行動計画(第３次)改訂版（案） 

 

午前１０時００分開会 

 

（司会） 

それでは定刻となりましたので、ただ今より始めさせていただきます。 

本日は、委員の皆様方にはご多用のところご出席いただきまして、誠にありがとうございます。

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

最初に、橿原市男女共同参画推進委員会の副委員長であります教育長の吉田よりご挨拶申し上げ

ます。 

（教育長） 

教育長の吉田でございます。各審議委員の皆さんにおかれましては、日頃より、男女共同参画の

推進にご尽力いただき、また、本日はご多用のところ出席いただきましてありがとうございます。

過去２年間は書面開催ということで、対面は３年ぶりになるということです。その書面開催の際に

も貴重なご意見をいただいたこと改めてお礼申し上げます。本日はまたいろんなご意見、ご助言等

いただきたく、よろしくお願いいたします。 

 さて私は、長らく学校現場におりました。学校現場には校長、教頭という管理職がいるんですが、

平成２９年度を調べたら、小学校は１６校ありますが、女性の校長が１名、教頭が６名でした。私

が退職する３０年度には校長はゼロでしたが教頭は１１名。本年度は校長は１０名、教頭は４名、

中学校は残念ながら、今も校長・教頭はゼロなんですけれども、それぞれ力を発揮してくれていま

す。 

とにかく橿原市全体としも、今後男女共同参画が益々推進されるよう個々の各所で我々市の人間

公開用 
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も頑張ってまいりますのでよろしくお願いいたします。短いですが挨拶とさせていただきます。 

 

（司会） 

続きまして、委員の皆様をご紹介させていただきます。男女共同参画審議会委員名簿順に、ご紹

介させていただきます。 

 朝岡 直美 委員でございます。 

桐山 吉子 委員でございます 

沢田 誓子 委員でございます。 

島本 太香子 委員でございます。 

槇村 久子 委員でございます。 

松本 初代 委員でございます。 

村井 千佳子 委員でございます。 

村上 晃子 委員でございます。 

森嶋 良一 委員でございます。 

森前 美和 委員でございます。 

 中村委員、脇本委員につきましては、所用により本日は欠席されております。 

尚、本日は市側より橿原市男女共同参画推進委員会委員並びに事務局担当職員が出席しておりま

す。 

 

 続きまして、本日の資料等の確認をお願いいたします。 

（事務局） 

事前に郵送で送付させていただいております資料から、「資料１、令和３年度橿原市男女共同参

画行動計画(第３次)実施状況報告書」、資料１が１８２ページまであります。その後に、「資料２、

検証指標値各課調べ」が１枚横向きであります。次に、「資料３橿原市男女共同参画行動計画(第３

次改訂版)の案」です。 

 そして、本日配布させていただいております資料です。「本審議会 次第」、「橿原市男女共同参画

審議会 委員名簿」、次にクリップで止めてあります「差し替え資料」となります。 

 差し替え資料について説明させていただきます。先日、郵送で送付させていただきました資料に

ついて、訂正がありましたので、差し替えをお願いします。 

 訂正箇所の説明をさせていただきます。 

「資料１ 総合評価一覧表」について、６分の４ページです。右側のページ欄で８７ページ、担

当課を「福祉総務課」から「長寿介護課」に訂正しています。 

同じページ内で、右側のページ欄で１００、担当課を同じく「長寿介護課」に訂正しています。 

 次のページ６分の５ページです。右側のページで１２4、担当課を「福祉総務課」に訂正しており

ます。 

次のページ６分の６ページです。右側のページで１５７を削除しています。１５８の事業に統合

しています。 

その１５８ページです。担当課の名称が誤っていました。「障がい福祉課」の「害」が漢字となって

おりました。ひらがなです。訂正になります。 

 各課の報告について、１５７ページを削除しております。 

次に、P１７１ページについて最下段の事業の方向性を訂正しております。 

次に資料３、行動計画改訂版案についてです。６ページです。上から４つ目の「放課後児童健全

育成事業の実施個所数」の下に、「放課後児童クラブへの登録を希望する児童数に対する登録児童

数率」を追加しています。 

１９ページです。４８番の２つ目の事業について、事業内容を訂正しております。 

２８ページです。１３番の事業について、事業内容を訂正しております。 

訂正箇所は以上となります。申し訳ございませんでした。 
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（司会） 

机の上に「自分らしく 輝く かしはらプラン」、第３次橿原市男女共同参画行動計画を置かせ

ていただいております。こちらにつきましては、審議会終了後は回収させていただきますので、お

持ち帰りにならないようお願い申し上げます。 

資料等につきましては以上でございます。お手元に全てありますでしょうか。お手元にない資料

等がございましたら、お申し付けください。 

 

会議録を作成するにあたりまして、議事を録音させていただきますこと、あらかじめご了承いた

だきますようお願い申し上げます。 

 

当審議会は、委員定数が１２名でございます。そして、本日の出席１０名、欠席２名でございま

すので、「橿原市男女共同参画審議会規則」第４条第２項の規程に基づき、出席者過半数により、本

審議会が成立することを申し上げ、ただ今より、令和元年度 橿原市男女共同参画審議会を開会い

たします。 

 

また、「橿原市審議会等の設置及び運営並びに 会議の公開に関する要綱」に従い、本審議会及び 

会議録を公開させていただいてよろしいでしょうか。 

 

(「異議なし」の声あり)  

 

「異議なし」ということで、公開させていただきます。 

なお、本日傍聴希望の方はおられません。 

 

それでは、これより議題に入りますので、橿原市男女共同参画審議会規則第４条第１項により

「会長が会議を招集し、会長がその議長となる」と規定されておりますので、以降の進行は会長

にお願いいたします。 

 

（会長） 

久しぶりの対面ということで忌憚のないご提案をいただければと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

それでは早速本日の議題に入らせていただきます。 

一つ目の議案といたしましては、橿原市男女共同参画行動計画（第３次）令和３年度実施状況報

告につきまして事務局より説明をお願いします。 

 

（事務局） 

資料１と資料２について説明させていただきます。 

 資料１ 事業実施報告書については、令和３年度の実施状況を各担当課が評価したものです。原

則そのままで掲載しております。 

まず、表紙の次のページの総合評価一覧表をご覧ください。第３次男女共同参画行動計画は、４

つの基本目標の下に主な事業として６６の事業、それに加えＤＶ基本計画の１６の事業を合わせて

８２の事業からなっております。一つの事業には複数の課が関わることが多くありますので、各課

報告は、第３次男女共同参画行動計画は１３６のシート、ＤＶ基本計画は４６のシート、合わせて

１８２のシートからなっております。 

担当課の評価については点数化しております。反映度は男女共同参画の視点の配慮を持って取り
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組めたかをＡＢＣの３段階で評価したものです。達成度は、事業の達成基準からＡＢＣＤの 4段階

で評価したもので、この２つによりましてそれぞれの配点をかけて１００点満点で算出しておりま

す。 

 反映度Ａ、達成度Ａなら１００点、反映度Ｃ、達成度Ｄなら１５点となります。 

評価の内訳について説明させていただきます。 

１８２のシートの視点反映後はＡの評価が５６のシート、Ｂの評価が１０６シート、Ｃの評価が

３シート、評価なしが１７シートとなっております。 

評価なしは、コロナ禍やその他の理由により事業が実施できず評価できないもの、となっており

ます。 

 達成度はＡ評価が１４シート、Ｂ評価は１４０シート、Ｃ評価は１０シート、Ｄ評価は１シート、

評価なしは１７シートでした。 

反映度と達成度の掛け合わせによる点数は、１００点が１１シート、８０点が３シート、７５点

が４２シート、６０点が９８シート、４８点が７シート、４５点が 1 シート、３６点が 1 シート、

１５点が 1シートとなりました。反映度と達成度のどちらかが評価なしとなっているシートは、点

数も評価なしとなり、１７シートありました。 

以上、総合評価一覧表についての説明となります。 

 

次に各担当課の報告書についてですが、以前の審議会では、前年の評価から変化があった事業に

ついて、担当課から報告をしておりましたが、今回の審議会は３年ぶりの開催であること、また、

コロナ禍やその他の理由により事業の内容や評価が著しく変化しているものも多いことから、人権

政策課担当の事業からいくつか報告させていただきます。 

 なおこの評価については、コロナ禍により事業の中止や変更が繰り返されて前年と比較が難しい

事業があります。また、事業ごとの難易度の違いがありますことから、必ずしも点数が低いから何

もしていないというわけではなく、真摯に事業に向き合って評価をさせていただいておりますこと

を申し添えさせていただきます。 

 

それでは人権政策課の事業の報告をさせていただきます。１ページをご覧ください。 

こちらは多様な媒体を活用した広報・啓発という事業で、様々な機会を捉えて広報啓発活動を強

化することはもとより、男女共同参画広場情報誌やブログ、市ホームページ等を通してより一層広

く周知を図るという事業です。事業内容は６月の男女共同参画週間に合わせて行った啓発パネル展

と特設図書コーナーの実施です。 

啓発パネル展はミグランス１階の国内交流スペースとかしはらナビプラザ４階の男女共同参画

広場の２ヶ所で、企業の男性育休１００％取得推進の取り組みについて展示を行いました。また図

書館では、男女共同参画の特設図書コーナーを設置し、啓発活動を行いました。 

こちら達成度はＢとしています。 

次に１５ページをご覧ください。こちらは男女共同参画に関する研修の充実ということで、市の

職員や学校教職員が、男女共同参画の視点に配慮した施策の推進を図れるように、研修や啓発、情

報を提供するという事業内容となっております。人権政策課の事業としましては職員研修を年 1回

実施しております。令和２年度はコロナ禍で研修が中止となりましたので、評価なしというふうに

させていただいておりました事業です。令和 3年度は再び中止となる可能性があることから、動画

視聴によるオンライン研修とさせていただきました。 

 タイトルは男女共同参画社会推進の流れと現状や女性活躍推進法の中間点とこれからのについ

てというタイトルにしました。内容としましては性別に関わらず活躍のチャンスがあること、課員

に対しては管理職になっていく意欲や向上心、モチベーションを高めること、女性に対しては育児

や家事に男性の理解が必要であることとワークライフバランスの推進について、管理職に対しては、
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部下の能力や適性の評価と人材育成についての対応の研修となりました。 

会議室で行う研修では１００名までの規模でやっておりましたが、こちら全職員を対象としたオ

ンライン受講としたことから、４７３名の職員が参加することができました。 

一方で多忙な職員により多くの負担をかけているのではないか、また、全職員を対象としたにも

かかわらず、受講しない職員が一定数いたということから効果を図りかねるところがありましたの

で達成度はＢとしております。 

なお、この研修は７８ページの市役所のワークライフバランスの推進という事業にも合致してお

りましたので、７８ページの説明のところには同じ内容を受けております。また、７８ページの事

業は、重点政策および女性活躍推進計画に位置づけをしているものです。 

次に６１ページをご覧ください。こちら重点戦略に位置づけしている事業です。女性リーダーの

ネットワーク支援を行うという事業でリーダー養成講座を実施しました。 

共同参画広場をベースに活動を行っている団体に順に講師を依頼して、それぞれの活動の紹介や

モデルとなる講座を行うことで、男女共同参画に関わる団体の育成、学習機会の提供、あとお互い

の情報交換を目的としたものです。 

 令和３年度はＮＰＯ法人アットリンク奈良に講師を依頼して「私達の身近な性暴力」という内容

で開催しました。参加者は１０名でした。こちら達成度はＢとしております。 

 

以上、人権政策課の事業につきまして、簡単ではございますが、報告させていただきました。 

資料 1については以上となります。 

 

次の資料の説明を続けさせていただきます。 

１８２ページの次の 1枚をご覧ください。 

 

こちら検証指標値の各課調べについて説明させていただきます。 

まず男女共同参画に関する職員研修です。先ほど御説明させていただいた事業になりますが、参

加人数が４７３名となりました。オンライン研修とさせていただきましたので受講者が多くなりま

した。 

次に男性向け講座の参加に条件ですが、３６名の参加がありました。 

次に市民や事業所、地域に対して男女共同参画に関する啓発の回数、こちらはコロナによる影響

で会議等が中止となったため０回となっております。 

次に男女共同参画広場の開催する講座参加人数です。コロナ禍以降、一部講座について中止とし

ております。令和３年度は２９２人の参加となっておりました。 

次の審議会における女性の登用率です。こちら２６．４％となっております。 

続いて市職員の補佐級以上の管理職における女性の割合です。女性が７３名となっており、割合

は２６．４％となっております。教職員を除く数値については２５．０％です。 

 次の行です。参考資料となっております。こちらは令和元年度の審議会で委員からご意見いただ

いたことから、令和２年度から追加しているものです。 

職員の構成について女性の比率が年々高くなっていることから、男女それぞれで管理職になって

いる率を出さないと検証ができないというご意見をいただいておりましたので、その部分について

追加で記載しております。 

 全女性職員のうち女性管理職を占める割合は１９．３％、全男性職員のうち男性管理職の割合を

占める割合が３７．５％となっております。 

 女性の半数以上が４０歳以下と若いことから、女性の管理職の比率が少なくなっているというふ

うに読み取れると思います。 

続いて得た女性リーダーの養成講座の参加人数です。令和３年度は１０名の参加となっておりま
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した。 

続いて女性のいない審議会等の割合ですが、１９．７％となっております。６６の審議会があり

まして、うち１３の審議会は女性が 1人もいない審議会なります。 

次の校長・教頭職の女性の占める割合ですが、令和３年度が３１．１％となっております。 

 参考資料として、市職員と同じ形で男女それぞれで管理職の割合を載せております。市職員と同

じで女性の方が管理職の占める割合が低くなっております。 

 1 枚目の一番下の自治会の委員に占める女性の割合です。こちら１４．２％となっています。 

 

次のページに移ります。就業支援事業の参加人数ですが、講座や就職面接会などで、令和３年度

は４９人の参加となっております。 

 次の行は男性職員の育児休業取得率です。４１．２％となります。これに関して参考資料として

実際に取得した人数を載せています。平成３０年度が８名、令和元年度が１３名、令和２年度が１

３名、令和３年度は７名が取得しております。 

 次の行の放課後児童健全育成事業の実施箇所数です。令和３年度は全校区２７ヶ所で実施してお

ります。 

次の一時預かり事業の実施者数です。７ヶ所で実施しております。 

次は病児保育事業の実施箇所数です。令和元年度に２ヶ所に増えておりましてそのまま２ヶ所で

維持しております。 

続きましてファミリーサポートセンター事業の実施数です。令和３年度は登録会員数３３３名、

活動件数は７７２件でした。 

続きまして、女性に対する暴力をなくす運動期間における啓発回数です。街頭啓発を一部中止し

ておりまして、令和３年度は２回実施しております。 

続きまして、母子父子自立支援プログラム作成人数です。３０名となっております。 

続きまして、子宮頸がん検診の受診率です。令和 3年度は１７．４％となっております。 

乳がん検診の受診率の方ですが、こちらは１５．９％おります。 

最後に、子供や若者に向けた性感染症や、望まない妊娠の回避、喫煙防止、薬物依存等に関する

啓発回数です。令和３年度は小学校・中学校ともに年 1回実施しております。 

以上指標についての説明になります。 

長くなりましたけれども、事務局からの説明は以上になります。 

 

（会長） 

たくさんのご説明ありがとうございました。それではまず資料１と資料２につきまして、お目通

しも大変だったと思いますけれども。人権政策課を中心にご説明いただいたのですが、説明の場所

で結構でございますし、その他のところでもご意見ご質問いただければと思います。 

よろしくお願い致します。 

こうやって細かく評価されているところはあまりないところでして、橿原市はきちんとされてる

というふうに思っております。点数とかＡとかＢとか、初めての方はちょっと分かりにくいと思い

ますけれども、この表のところに書いてあるような計算式と方法に基づいて、解りやすい形で評価

しているということでございます。 

（委員） 

いろんな市と同じ課題もあり、橿原市独自のものもあるかと思いますが。一つは審議会の女性の

パーセントというのがございますよね。やっぱり橿原市さんだけじゃなくて、国でも 1人も女性が

入っていないのが２割弱ということなんで、どことも同じだと私も思っております。分野的にはど

ういったところか教えていただいたらと思います。 

（事務局） 
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６６ある審議会のうち１３の審議会で女性が 1人もいないことになっております。いろんな団体

から参加していただいている審議会の場合には、団体の長に来てもらうことが多いのですが、団体

に女性のトップの方が少ないということがあります。専門的な、例えば土木とか環境とかそういっ

たところで、審議会の委員になっていただける女性が少ないという傾向もあると思います。 

以上です。 

（委員） 

ありがとうございます。これどことも同じ悩みかなと思って。一生懸命取り組んでいらっしゃる

と思うんですけれども、そういった背景もあるのかなと。わかりました、ありがとうございます。 

（会長） 

これにつきましては、評価のシートに書いてあるんですけれども、今のご質問のように、どうい

う分野で何人おられて、女性の委員が０人のところがどういう審議会かというのが分かりますと、

どの分野で少ないか、あるいは少ない審議会においてはどういう登用の方法があるかということも

考えられるのではないかと思いました。ありがとうございました。 

 その他いかがでしょうか？どんなご意見ご質問でも結構でございます。 

（委員） 

ご説明のところでないんですけれども、ちょっとお尋ねをと思いました。６分の２のページの事

業２７ですが、男女共同参画の視点に立った自主防災組織の運営という事業の項です。先ほどの説

明で達成度Ｄというのが 1事業というのがこの事業かなと思いますが、反映度がＣで達成度がＤと

いうことです。 

確かに自主防災組織なので、地域の実情等の違いもあり男女共同参画の視点に立って組織を運営

してくださいというのは大変難しいところだと思うんですが、反映度がＣということは、具体的に

何か働きかけがあってのＣなのかなと私勝手に思いましたので、ちょっとその辺り令和３年度のこ

の事業についての具体的なお話を聞かせていただけたらありがたいなと思いました。 

（会長） 

はい、ありがとうございます。事務局の方で何かわかりますでしょうか？ 

（事務局） 

 こちらの事業ですけども、自主防災組織の運営について男女共同参画の視点に立った事業をする

ということになっております。令和３年度はコロナ禍というところがありましたので、具体的な活

動を市の方からしていなかったということがありました。全くアクションをしていなかったという

ところから、視点・達成度共に一番低い評価をさせていただいております。 

（委員） 

ありがとうございます。該当事業なしと書いていただいているんですけれども、事業を計画され

るときに、具体的にこういう働きかけができるなというあたりで計画されたのかなと思ったので。

もちろんコロナっていうのが大変大きくいろんなとこに影響しておりますので、難しいところもあ

ると思うんですが。わかりました。ありがとうございます。 

（事務局） 

大変に貴重なご意見賜りましてありがとうございます。 

今担当が説明いたしましたように、市といたしましても令和２年、３年とコロナ禍によりまして、

啓発の部分で十分な活動ができたかと言われますと、反省するところも多いと思います。 

 それで今後ですけれども、やはり自主防災組織であったり避難所等ですね、このようなところに

おきましても、やはり女性の視点に立った女性に優しい防災の組織であったり、避難所の組織であ

ったり、そういうことも鑑みながら反映していきたいというふうに思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

（会長） 

ご質問大変ありがとうございました。 
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自主防災組織に女性が入るっていうのは、なかなか数値は上がりにくいところなんですけれども。

奈良は災害が他の地域に比べて少ないから危機意識が少ないとは思うんですけれども。いろんな災

害が予測されている中で、自主防災の中に女性自身が入って、避難しやすい場所とか、あるいはそ

こでの暫くの生活とか、やっぱりセクハラの問題とか、いろんなことがこれまでの災害の中でわか

ってまいりましたので、そういう視点でいろいろ対策をとっていくところがございますので、是非

とも進めていかないといけないことかなと思います。 

他の自治体の話では、自主防災組織を呼びかけても、地域の組織の中で女性の方が入ってくると

いうのは難しい。男性の方が多かったり、女性にお願いしても「いやちょっと」と言われることも

あったりですね。なかなか進まないんですけれども、非常に差し迫った問題なので、両方からやっ

ていかないといけない問題かなと思っています。 

（委員） 

1 ページのところで、男性育休１００％取得推進の取り組みということで事業内容の説明ありま

したけれども、男性の育休の取得促進ということで、本人や配偶者の妊娠出産を申し出た職員に対

して、この休業制度の周知や研修、また相談窓口の設置といった、職場環境の整備っていうのはど

のようにされておられますでしょうか。 

（人事課長） 

先ほどの男性育休の推進ですが、人事課では育休に関するパンフレットを全職員が見るようなも

のを作っておりまして、特に男性職員に対しては、そのパンフレットを渡して個別に説明し、育休

取得に向けていろいろお話をさせてもらったりしております。 

（委員） 

共働きとかでなかなか奥さんの方が働こうと思ってもね、橿原市の場合でも待機児童が多くて 1

歳のお子様を預けられなくてどうしようかと悩んでおられる方もいらっしゃって、桜井で保育園に

入れたんですけれども。なかなかご主人の方も育休とろうかなって、その間見つかるまでの間とか

思ったりもされてたんですけど、なかなか取れない環境でしたら難しいと思いますので、また今後

本市としても１００％推進の取り組みということで、よろしくお願い致します。 

（事務局） 

貴重なご意見ありがとうございます。先ほど人事課から男性の育休に関して述べさせていただい

たところであるんですが、我々事務局といたしましても具体的な施策に鑑みましてまた職員の皆様

への考えの周知という場面でも醸成していきたいというふうに思っております。 

それで、先ほど３年度で４１％ということでお答えさせていただきましたが、４年度におきまし

ては６１％ということで高い伸展を見せております。橿原市といたしましても、やはり仕事と家庭

の二者択一ではなく、多様な立場を共有できる社会ということを大事にしたいと思っておりますの

で、そのようなことを職員の皆様にも周知していけたらと。今後取り組んでいきたいと思います。 

（会長） 

ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

（委員） 

意見とご質問がございます。 

行動計画の目的というものは、性別にとらわれず、全ての人の人権が尊重されて、その個性と能

力が発揮できる社会を実現するというところにあると理解しております。 

この目的を達成するためには、出生的な男性女性といった性別にとらわれないＬＧＢＴについて

の理解や支援が必要かと思います。これからの行動計画にはそのような視点を入れて事業や取り組

みが必要ではないかと思います。 

質問なんですけれども、現時点ではこのような視点に基づいた事業や取り組みというのはありま

すでしょうか？ 

（事務局） 
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 貴重なご意見いただきましてありがとうございます。ＬＧＢＴＱに関しての啓発、こちらのほう

も市一丸としてこれから取り組んでいくということで考えておりまして、このＬＧＢＴＱに関しま

しては、人権の分野で取り組んでいこうかというふうに思っております。今回この行動計画なんで

すけれども、行動計画の元になっておりますのが、平成２７年に女性活躍推進法が成立しました。 

それでこの女性活躍推進法の中で男女共同参画についてそれぞれの自治体また企業のほうで行動

計画を作りなさいという指示が出ておりまして、その法の趣旨に準じましてこの行動計画を作って

おります。ＬＧＢＴＱに関しましては当然大事な事業になってきますので、別の冊子になるんです

けれども、職員また市民の皆さんに対して今年度も広く啓発または講演会を開いていきたいという

ふうにおもっております。 

（会長） 

 現在のこの中には入っていない、まあこの前期の中に入っていない項目について、次の後期計画

の中でも考えないといけないと思いますので、この後ご説明いただきたいと思います。 

他にないでしょうか。 

（委員） 

 去年４月から委員させていただいて、参加させていただくの初めてです。去年３月までは市の職

員していましたので、皆さんよく知ってる方ばかり座っていただきまして。その中で資料２の男女

共同参画の職員研修を３年度は受けさせていただいた。満足できる内容で良かったかなと思ってお

ります。 

その次の２番目男性向けの講座の参加人数というところで、３６人参加となっているんです。こ

れわたし参加していました。男性向けと思わず参加してたんです。なにをもって男性向けの講座と

仰っているのかという質問と、男性も直に聞いていただいたらいい内容たったので、もっと参加し

ていただいたらよかったんですけれども、私みたいな親の世代とか女性が多くて、ご夫婦で参加し

ていただいた方も男性２・３人はいましたけれども、もっと男性に聞いていただいたらいい内容だ

ったと思います。そこらへん聞かせてもらえますか。 

（事務局） 

 この事業は、これからの家族、夫婦、親子関係をどう育てるか、という講座になりまして、男性

向けにはさせていただいたんですが、男性の参加が少なかったです。その中身についてはＤＶにつ

いても話させていただきまして、たくさん参加いただけると思ったんですが、男性の参加が少なく

このような結果になってしまいました。 

（事務局） 

 付け加えてさせていただきますけど、男性の出席が少ないというところは私ども事業ををおこな

っていく上での宿題と思っております。当然男女共同参画ですけれども、女性のみを対象とした事

業ではございませんし、老若男女すべての方が理解した上で、男女共同参画が進んでいくというこ

とで理解していますので、今後市の事業といたしましても、どんどん男性の方、お年を召された方、

また子どもたち関してもそうだと思うんです。全ての方が等しく理解してはじめて進む事業だと思

いますので、いまおっしゃっていただいたご意見を参考にさせていただきながら、全ての方を対象

に事業を進められたらと考えております。 

（会長） 

 ほかにもうひとつ議題がございますのですが、どういたしましょうか。 

 はい、どうぞ 

（委員） 

 １４０ページのデートＤＶに関する若年層への啓発・学習機会の提供ですが、大事なことかなと

思うんです。前年も橿原高校・畝傍高校でされてたみたいなんです。前々年度はコロナでできなか

ったと書いてありました。１年生と２年生に毎年やってはるなあと見てたんですが、子どもたちの

反応がどうなんかなという思いと、こういう年代から本当の愛情作りができるように、また、きち
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んと言葉で「いやや」と伝えることが大事やとか、そういうことをそこで学ぶならもっと他にも広

がって欲しいです。学校のほうからの申し出なのですか。 

（事務局） 

 前年度も橿原高校・畝傍高校の２つになっており、周知は市内の私学の高校にもさせていただい

ています。申し込みがあれば行かせていただくという形になっております。 

（委員） 

 学校の方が来てくださいって言ってくれて、こちらからそんなら行きますよ、という感じになる

んですか。 

（事務局） 

はい、登録団体の参画ネットならへ依頼をかけさせていただきます。アンケート結果でも知れて

良かったという回答をたくさんもらっています。 

（委員） 

 広がりは？もし良ければ他にも広がっていくのかなって感じたんですけれども。 

（事務局） 

 男女の交際がすごく早くなっているので、高校より少し下げて中学生とかにも啓発していきたい

と思っています。 

（委員） 

 あまりにも若い時の妊娠もあるから。それも含めてきちんと学ぶというのは大事なことですね。 

（会長） 

 ありがとうございました。どんどん進めたいところですが、このへんにしたいと思います。 

 審議会での女性の登用をどう進めるかとか、自主防災組織の中にどう進めていくかとか、ＬＧＢ

ＴＱについての理解とかどういう機会を作っていくかとか、男性向け講座に、どういうふうに男性

の参加を進めていくかとか、若い世代につきましては、デートＤＶの話が出ましたので、対象を中

学生ということで。そういうことにつきましてもまた具体的にどう進めていったらいいのかという

ことをお考えいただけるというふうに思います。 

 

それでは次の議題に入らせていただきます。 

橿原市男女共同参画行動計画（第３次改訂版）につきまして、事務局より説明をお願いします。 

（事務局） 

それでは事務局より説明させていただきます。資料３をご覧ください。 

現行の第３次男女共同参画行動計画については２０１８年度（平成３０年度）から２０２７年度

（令和９年度）までの１０年間の取組について策定しているものです。この計画では、男女共同参

画に関する社会情勢の変化や計画の進捗状況を考慮し、５年後を目途に計画の見直しを行うとされ

ていました。そのため、検証指標も５年後の令和４年度の目標値が設定されていました。 

今回、事務局で計画の見直しを検討しました。ＳＤＧｓの考え方の浸透や、国の第５次男女共同

参画基本計画の策定、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響など、大きな社会情勢の変化は

ありましたが、現計画を大きく変更するものではないと判断しておりまして、「事業内容の見直し」

と「令和９年までの指標の設定」をおこなうということで改訂版を確定したいと考えております。

この度改訂案のとりまとめができましたので、確認をお願いします。 

 

それでは、まず改訂版の構成について説明します。資料３をご覧ください。  

この案は現計画から変更のある箇所のみを掲載するという方針で編集しております。このため、

現計画の冊子と合わせてご覧いただく必要があります。 

まず、２ページから４ページにかけて、「計画改訂の趣旨」、「計画をめぐる近年の動向」を掲載し

ております。 
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５ページ、６ページについては現計画の指標と新たな令和９年度の指標の目標値を載せています。 

８ページから２３ページまで、各施策を掲載しています。「施策の方向」「具体的施策」「主な事

業」については変更せず、「事業内容」と「担当課」について、変わったところを更新しております。 

２５ページからのＤＶ基本計画につきましても、同じように「事業内容」と「担当課」について

更新しております。 

３０ページからの資料についても、市の男女共同参画推進条例と国の男女共同参画社会基本法を

載せたほか、最近改正された関係法３つと、最小限の内容としています。 

５６ページ、年表がのっておりますけれども、こちらについても現計画策定後の２０１８年以降

の分のみとしています。 

 計画の構成については以上となります。 

 

 次に指標の設定について説明させていただきます。 

５ページをご覧ください。今回各担当課と協議して指標の令和９年の目標値を出しております。

一部説明させていただきます。 

基本目標１の最後の行、「男女共同参画広場で開催する講座参加人数」というところです。元々令

和４年度の目標値が８００人となっておりました。こちらを４００人と目標値を下げています。事

業の見直しがあり、目標値の達成が困難となったということで、現実的に達成できる目標というこ

とで４００人に変えております。 

次、基本目標２について最後の行、自治会の委員に占める女性委員の割合について、計画目標値

を入れず、「継続的に増加」とさせていただいております。こちらの自治会の委員については、１０

０％自治会からの推薦によることから、市が数値目標を立てるのは適切でないとの考えから徐々に

増加させていくという表現にさせていただいております。 

６ページです。基本目標３の上から４つめの指標、「放課後児童健全育成事業の実施箇所数」とい

う指標については、施設数で目標値を立てておりましたが、実際に利用できる児童の率を指標にす

べきとの考えから指標の変更をしております。 

基本目標４の「子宮頸がん検診の受診率」と「乳がん検診の受診率」についてです。令和５年度

に新たな計画を策定する際に令和９年度の目標値を決めるということで、この案の中では目標値を

提示できないとのことで空欄にしております。 

続いて、８ページをご覧ください。「２．施策の方向・具体的施策・主な事業」について、変更は

ありません。その下の事業内容及び担当課について、現状に合わせて変更しております。 

変更の部分について、いくつか説明させていただきます。 

１０ページ、１４番、主な事業が貧困の連鎖を断ち切る等、親子が安心して生活できる環境づく

り、子ども・若者の社会参加・自立支援という事業でございます。事業内容で、「家庭における教

育・学習に対する支援を行います。」とあります。現計画では、生活困窮者子どもの学習支援を福祉

総務課で行っておりましたが、学習支援が学校教育課に担当が移りましたので、福祉総務課を外し

ております。 

１１ページ、１６番の男性の意識改革の推進についてです。元々１つの事業でしたが、対象者が

企業や市民と市職員で違うということで、市職員を対象とする人事課の事業を分離しました。 

２２ページ、６２番の仕事情報の収集と提供という事業の３つ目、相談窓口の名称が変わりまし

て、「就労移行支援機関等の相談」「女性の再就職準備相談」に変更しております。 

 ２８ページ、１３番の「関連制度の活用支援」について、事業内容を変更しております。 

以上、男女共同参画行動計画の見直し案についての説明となりました。現在、担当課からの意見

集約が終わり、本日審議会でご確認いただいております。 

本日ご確認いただき、委員の皆様のご了解があれば、令和５年度の早い段階で改訂版として公表

したいと考えております。 
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なお、ご意見があれば市役所内で協議し、必要に応じて、改めて審議会を開催して意見をいただ

くこともございます。 

 事務局からの説明は以上となります。 

 

（会長） 

それでは改訂版に対してご意見ご質問いただきたいと思います。 

（委員） 

５ページのところの男女共同参画広場で開催する講座参加人数が、令和９年度の目標値が令和４

年度の目標値の半分になってることについて、どのような理由があるのかと思って。事業の見直し

とおっしゃっていたんですけれども。 

（事務局） 

ナビプラザ４階の男女共同参画広場で開催する講座となっております。コロナ禍前の平成３０年

度には６０７人の参加がありました。令和元年度はコロナ禍で一部事業を中止したりしましたが、

４９９人の参加、令和２年度はコロナ禍でいろいろ制限されて８７人の参加となりました。令和３

年度は一部中止としたままのものがありますが、コロナ禍前に徐々に戻して２９２人の参加があり

ました。令和４年度には私ども人権政策課が男女共同参画広場の一部に移転しまして執務をしてい

る状態です。男女共同参画広場での講座で参加人数に制限が出てきまして、最大２０人ぐらいまで

の参加上限の講座しかできなくなってしまいました。あと予算でも講座に関する費用の上限があり

ますので、４００人の設定が妥当ではないかということで、このようにさせていただきました。 

（事務局） 

少し付け加えで答弁させていただきます。広場の人数というところでご質問いただいているので

すが、担当が答えましたようにコロナ禍が大きな転機となっております。今までは広場を使用して

市民の皆様にお集まりいただいて啓発をさせていただいてましたが、コロナ禍が契機となりまして、

あらゆる発信できるツール、広報かしはらであったり、ホームページであったり、ＬＥＤビジョン

などあらゆる手段を用いて広く市民の皆様に啓発していくというところで考えているところです。

ですから事業自体を縮小するということではなくて、あらゆるメディアあらゆる媒体を利用してよ

り広く啓発を進めていきたいというところでこの部分の数字については改定させていただいたと

うところであります。 

（会長） 

ありがとうございます。その他いかがでしょうか。 

（委員） 

自治会の委員に占める女性委員の割合のところで、各自治会からの推薦というところで、目標値

が継続的に増加というふうに変わっているのですが、これは急に変わったわけでなく今までもずっ

とどなたがなるか自治会で決められているということは変わってないということですか。 

（事務局） 

約６７０名の自治委員がいらっしゃいます。各自治会から出してくださいとお願いしておりまし

て、推薦で自治委員になっていただいていますので、直接女性を増やしてくださいと言いにくいと

ころです。ただ自治会活動の中でも女性が活躍してもらわないと今後回りませんので、広報等で女

性の参加を促すような啓発をしていきたいと思っております。 

（会長） 

ちょっと理解ができていなかった。自治会の委員とあったので自治会の中の委員かと思っていた

んですけど、そうじゃないんですね。自治会から市に推薦していただく自治委員の女性比率という

ことですか。そうであれば自治会に対して市が出してくださいと言うのですから、自治会だけに任

すっていうさっき説明というかご意見あったように思ったんですけれども、そうではないんではな

いかなとちょっと思ったんですけれども。自治会だけなら自治会で代表決めるのであれですけれど
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も。 

そのほか、どうでしょうか。委員いかがですか。 

（委員） 

私もこの会議で皆さんとお会いさせていただくのが初めてなんで、難しい問題が多いなと皆さん

の意見聞かせていただいていたところです。先生にお伺いしたいんですけれども。学校のほうです

ね、うちの区域の小学校も校長先生は女性なんです。昔から校長先生は男性というイメージがあっ

たんですけれども。徐々に女性の方も校長先生になっていただいているんですが、その割合とか多

いんですが、だいぶ。校長先生が女性ということを父兄の方はどういうふうに思ってるのかなと。 

（教育長） 

 私の現役の終わりのころに、当時の教育長や課長から、橿原市が女性の登用率が低いので増やし

ていきたいと聞きました。県や国からも同じような動きがあります。どんどん増えてきています。

女性の校長とのことですが、男女限らず管理職には覚悟をもってなっていますので、本当に必死で

やってくれています。女性だからとかはありません。出来ることをしない学校だったら保護者は不

満をもちますが、男、女だからというのは一切ありません。 

（会長） 

 ありがとうございます。教育長のご経験からお答えいただきました。 

 委員さん、どうですか。 

（委員） 

女性の再就職のことで。合同企業説明会とかハローワークさんと連携されているそうなんですが。

奈良県は保育士の関係が少し求人倍率が高くて、そういう保育士は女性が割と多数でいらっしゃる

ので、保育士の特徴に限ってというか、限定するといけないかもしれないけど、そういう女性が多

い分野に限っての企業説明会であったり就職マッチング的なことを企画されたらいいのかなと思

いました。 

（会長） 

 ありがとうございます。たくさん意見いただいたところですが、もっと議論したいところなんで

すけれども、第３次行動計画の後半の計画でして大きく変えるということは難しいんですけれども、

これまでの実績を見据えた上で次どういうふうにやっていくか、そういうところを主なところとし

てご審議いただいたと思います。ただなかなかきょうは数字の部分だけだったんですけれども、先

ほどからご意見が出ていますように社会的課題としていろんな課題が出てきてますけど、先ほど防

災の問題もそうですし、ＬＧＢＴＱの話ですね、そういうのは前回文言が入ってなかったとは思う

んですけれども、世界的なレベルの問題になっておりますので、オリンピックにしろなににしろ全

部。そういうふうな問題もやっぱり男女共同参画の啓発だけじゃなくって、どこかにやっぱり盛り

込んでいただいて。小さい時からの子どもたちのためでもあり、これからの話でもあり、各自治体

で、国の方でもいろいろされていくだろうと思うんですけれども、現在審議会で出来ることといえ

ば、たとえばパートナーシップ制度みたいなものを作ってですね、たとえば公営住宅に今まで入れ

なかったのとかお墓とかですね、そういうふうなところに新しい形の家族に対してですね、行政の

中で出来ることがあると思うんで、そういうことも文章の中にも入れていただいてお願いしたいな

と。今アンケートとるときも難しいですね、今までだったら男性女性に丸打ってくださいと、そう

でもないようなアンケートの書き方も一般的になってきましたし、基盤のところで大きく変わって

いくことについて、後期計画の中でもやっぱり出だしぐらいとかあるいは内容にちょっと書いてい

くとかですね、さっき啓発も、課長おっしゃったように広場だけでなくていろんなところで出来る

ということで、まあそういうふうな中でまた実際には共有していっていただきたいなというふうに

思います。 

 

 議題としまして「その他」がありますけれども、簡単に説明いただいて終えたいと思います。 
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（事務局） 

「その他」として事務局から日本女性会議の開催について報告させていただきます。 

令和７年度に「男女共同参画」に関する国内最大級の会議である日本女性会議を橿原市で開催す

ることになりました。昨年８月に当審議会を書面開催させていただき、日本女性会議の招致につい

て皆様のご同意をいただきました。これを受けて昨年９月の市議会で招致を表明し、３年後の２０

２５年（令和７年）の開催に向けて申請書を提出しましたところ、開催が決定しました。 

この日本女性会議の開催準備のため、大会実行委員会を組織することになりました。只今企

業・団体・大学等に実行委員会への参加の呼びかけを行っているところです。 

大会の内容は実行委員会に諮り決めていくことになりますが、市としましては、ワークライフ

バランス等の男女共同参画の諸問題について産官学の取り組みを全国に発信することや、奈良

県・橿原市の地域性を活かした発信をすること、全ての市民が参画できる大会とすること等を考

えています。 

審議会委員の皆様には、今後も大会開催に向けて色々ご協力をお願いすることもあるかと存じ

ますが、よろしくお願い申し上げます。 

なお、今日の審議会終了後、日本女性会議実行委員会の準備委員会を開催させていただきます

ので、準備委員会に参加いただいている委員の皆様は、残っていただくようにお願い申し上げま

す。 

事務局からは以上となります。 

 

（会長） 

ありがとうございました。 

それではすべての案件が終了しましたので司会に戻させていただきます。 

（司会） 

長時間に渡る熱心なご審議、また、多くの貴重なご意見をありがとうございました。本日ご審議

頂きました会議録につきましては、事務局でまとめ、委員方全員にお送りさせて頂きますので、ご

確認のほど、よろしくお願いいたします。 

それでは、本日の橿原市男女共同参画審議会は、これで閉会といたします。ありがとうございまし

た。 

【終了】 

午前１１時２５分閉会 

 


